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タマネギ　英名：Onion　分類：ヒガンバナ科ネギ属に属する野菜
　学名：Allium cepa L.

・�原産地：中央アジア。
・温度適応性：冷涼な気候を好む。
・発芽適温：最適温度 15 ～ 20℃、最低温度 4℃、上限は 30℃。
・�生育適温：地上部の生育に最適な気温 20 ～ 25℃。寒さに強い作物で生育初期では－ 5℃程
度でも耐える。球肥大の温度範囲は、15 ～ 25℃。暑さには弱く 25℃以上になると生育は抑
制され、気温が 30℃を越えると地上部の生育や球肥大が停止、休眠に入る。
・�光適応性：比較的強い光を好み、球の肥大には日長条件が大きく関与し、世界的には肥大
に最適な日長時間は、10 ～ 16 時間の範囲といわれている。日本で栽培されている品種は、
春まきが 14 ～ 14.5 時間程度の長日系品種、秋まきは 11 ～ 13.5 時間程度の短日～中日系品
種を使用している。ヨーロッパなどの高緯度地方で栽培されている品種の中には 16 時間以
上の長日でなければ球肥大しない品種もある。
・土壌適応性：土壌適応性は広いが、通気、排水性がよく有機質に富む深い耕土がよい。
・土壌酸度適応性：中性（ph6.3 ～ 7.8）で酸性に弱い。
・花芽分化と抽苔：緑植物春化型（シードプラントバーナリゼーション）
ある一定の大きさに達した苗が、10℃以下の低温に一定期間遭遇すると生長点が花芽に分化
し、その後、長日・高温下のもとで花茎が伸長して抽苔する。

・作型別栽培方法
（1）�秋まき栽培：中間地、暖地での8月下旬～10月上旬播種、3～7月収穫の作型。極早生種（日

長 12時間以下で肥大）を使用すると 3～ 4月収穫。早生種（日長 12.5 時間程度で肥大）
で 4月下旬～ 5月収穫、中生種（日長 13時間程度で肥大）で 5～ 6月収穫、晩生種（日
長 13.5 時間程度で肥大）で 6～ 7月上旬収穫となる。

（２）�春まき栽培：冷涼地の特に北海道が中心で、2月中旬～ 3月中旬播種、8月中旬～ 9月
下旬収穫の作型。長日系品種（日長 14～ 14.5 時間で肥大）を使用する。

（３）�オニオンセットの冬どり栽培：中間地、暖地の3月上旬まき、5月中下旬にセット球を収穫、
貯蔵し、8月下旬～ 9月上旬に定植し、11月下旬～ 12月に収穫する。


